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全
員
参
加
で
臨
む

 

「
チ
ー
ム
福
津
」
の
推
進

　
東
洋
経
済
新
報
社
が
全
国
の
都

市
を
対
象
に
行
っ
た
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
２
０
１
７
」
で
は
、

九
州
１
位
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

し
か
し
市
の
持
つ
良
さ
を
市
内
外

に
伝
え
き
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て

い
ま
す
。
自
治
体
間
の
競
争
が
増

す
中
で
、
誰
も
が
市
政
に
関
心
を

持
ち
、
多
様
な
意
見
や
考
え
を
尊

重
し
、「
チ
ー
ム
福
津
」
の
一
員

と
し
て
、
力
を
合
わ
せ
て
い
け
る

よ
う
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
計
画
実
施
の
進
捗
状
況
や

成
果
、
評
価
に
も
市
民
が
積
極
的

に
関
わ
れ
る
仕
組
み
を
拡
充
し
ま
す
。

 

都
市
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

 

逸
品
作
戦
と
発
信
力
の
強
化

　
市
の
知
名
度
は
ま
だ
こ
れ
か
ら

で
す
。
市
が
持
つ
潜
在
的
な
力
を

生
か
し
た
福
津
の
逸
品
作
戦
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

 

「
稼
げ
る
ま
ち
」
へ
の
転
換

　
国
が
求
め
る
地
方
創
生
の
原
則

は
、
地
域
の
魅
力
を
引
き
出
し
、

自
助
・
自
立
の
精
神
で
取
り
組
む

自
治
体
を
支
援
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
市
で
は
「
福
岡

都
市
圏
か
ら
の
消
費
の

拡
大
」
と
「
地
域
内
で

の
所
得
や
消
費
循
環
の

促
進
」
と
い
う
二
面
で
、

稼
げ
る
ま
ち
へ
の
転
換

に
取
り
組
み
ま
す
。

 

地
域
商
社
の
設
立

　
福
津
産
の
農
水
産
物

の
販
路
の
拡
大
を
推
進

し
、
観
光
と
連
動
し
た

市
内
の
流
通
を
強
化
す

る
た
め
の
組
織
と
し
て
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視

点
を
備
え
た
地
域
商
社

「
ふ
く
つ
物
産（
仮
称
）」

を
設
立
し
ま
す
。

 

農
水
産
業
の
活
性
化

　
農
業
で
は
、
農
地
の

集
積
・
集
約
化
、
農
業
後
継
者
や

新
規
就
農
者
の
育
成
を
図
り
ま
す
。

引
き
続
き
園
芸
農
業
の
生
産
額
増

大
や
水
田
農
業
の
経
営
安
定
な
ど

の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
漁
業
で
は
、
後
継
者
不
足
の
解

消
と
経
営
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、

獲
る
漁
業
だ
け
で
な
く
育
て
る
漁

業
へ
の
促
進
や
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド

化
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

 
観
光
産
業
の
促
進

　
市
に
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
、

豊
か
な
農
水
産
物
、
貴
重
な
文
化

財
、
伝
統
工
芸
な
ど
の
人
を
魅
了

す
る
観
光
資
源
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
イ
ベ
ン
ト
や
Ｐ
Ｒ
動
画
を
通

し
て
、
こ
れ
ら
を
市
内
外
へ
広
く

発
信
し
て
い
き
ま
す
。
市
内
の
多

彩
な
観
光
資
源
の
連
携
や
、
地
域

産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
、
新
た

な
福
津
市
観
光
基
本
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
音
楽
と
環
境
保
全
の

イ
ベ
ン
ト
「
宗
像
フ
ェ
ス
２
０
１

８
〜Fukutsu  K

oinoura 

〜
」

を
誘
致
す
る
予
定
で
す
。

 

公
共
交
通
網
の
再
構
築

　
本
市
の
魅
力
と
し
て
、
海
岸
線

の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
ビ
ー
チ
な
ど

の
恵
ま
れ
た
自
然
と
、
宮
地
嶽
神

社
、
津
屋
崎
千
軒
、
唐
津
街
道
畦

町
宿
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
歴
史
的

遺
産
が
あ
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
福

岡
都
市
圏
の
地
理
的
条
件
を
生
か

し
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
市
は
、

高
齢
化
や
人
口
の
増
加
、
観
光
ス

ポ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
、
多

様
な
ニ
ー
ズ
対
応
し
た
公
共
交
通

網
の
再
構
築
に
向
け
て
公
共
交
通

網
形
成
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

 

ま
ち
ぐ
る
み
の

  

健
康
増
進

　
市
民
だ
け
で
な
く
事
業
所
も
一

緒
に
、
ま
ち
ぐ
る
み
の
健
康
増
進

の
実
現
に
向
け
た
健
康
ふ
く
つ
21

計
画
を
推
進
し
ま
す
。

 

安
心
・
安
全
の

  

ま
ち
づ
く
り

　
災
害
に
強
い
組
織
や
ひ
と
づ
く

り
、
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
津
波
や
高
潮
な
ど

の
被
害
想
定
を
加
え
た
新
た
な
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
、
市
民
周

知
を
図
り
、
引
き
続
き
全
市
一
斉

防
災
訓
練
や
地
域
で
支
え
合
え
る

よ
う
に
、
自
助
、
近
助
、
共
助
の

意
識
の
醸
成
と
自
主
防
災
活
動
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

 

保
育
・
教
育
環
境
の
整
備

　
子
育
て
世
代
の
流
入
で
、
今
後

も
子
ど
も
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
学
校
の
教
室
不
足
解
消

や
老
朽
化
対
策
な
ど
、
良
好
な
教

育
環
境
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
待
機
児
童
対

策
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
後

も
そ
の
提
供
体
制
の
充
実
を
図
り
、

新
た
な
保
育
所
を
開
設
し
ま
す
。

建
設
予
定
の
勝
浦
郷
づ
く
り
交
流

セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
童
保
育
所
を

併
設
し
ま
す
。

 

発
展
期
の

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

　
郷
育
カ
レ
ッ
ジ
や
郷
づ
く
り
推

進
協
議
会
、
関
係
機
関
と
と
も
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
次
世

代
の
学
校
・
地
域
創
生
プ
ラ
ン
を

踏
ま
え
「
地
域
と
共
に
あ
る
学
校

づ
く
り
」「
学
校
を
核
と
し
た
地

域
づ
く
り
」
に
向
け
て
、
小
中
連

携
の
充
実
を
図
る
た
め
、
地
域
学

校
協
働
本
部
を
構
築
し
ま
す
。

 

世
界
文
化
遺
産
を
生
か
し
た

  

歴
史
学
習
の
充
実

　
新
原
・
奴
山
古
墳
群
を
訪
れ
る

人
が
そ
の
歴
史
的
価
値
や
重
要
性

を
認
識
で
き
る
よ
う
、
公
開
と
保

存
整
備
の
両
面
か
ら
進
め
、
歴
史

学
習
の
充
実
や
受
け
入
れ
態
勢
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

 

郷
づ
く
り
体
制
の
推
進

　
郷
づ
く
り
は
、
行
政
に
よ
る
一

律
の
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
地
域
の
特

性
や
実
情
に
あ
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
、
と
い
う
考
え
方
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
年
度
は
自
主
事
業

費
な
ど
を
増
額
し
ま
し
た
。
ま
た
、

新
た
に
策
定
し
た
郷
づ
く
り
基
本

構
想
に
基
づ
き
、
従
来
の
地
域
づ

く
り
計
画
を
郷
づ
く
り
計
画
に
見

直
す
た
め
の
作
業
を
支
援
し
ま
す
。

よ
り
充
実
し
た
活
動
が
展
開
で
き

る
よ
う
に
活
動
拠
点
の
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。

 

子
育
て
や
高
齢
者
の
自
立
を

 

支
え
る
地
域
の
支
援
体
制

　
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
で
き
る

体
制
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
や
家
庭

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、

第
８
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
７

期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ
て
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
行
い
ま
す
。
買
い
物
弱
者
や
移

動
支
援
の
事
業
展
開
、
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
体
制
の
整
備
に
引
き
続

き
取
り
組
み
、
認
知
症
施
策
や
自

立
支
援
・
重
症
化
防
止
施
策
を
推

進
し
ま
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、

４
月
に
開
設
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
に
機
能
を
移
し
、
運
営

体
制
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
ま
す
。

稼げるまち、福津へ
　３月定例議会で、原﨑智仁市長が平成３０年度の市政運営の方針を示し
ました。その概要を紹介します。
　市の人口は子育て世代を中心に増加しています。
これに対応した保育や教育環境の整備などは喫緊の課
題です。財政需要の増加に対応するため「稼げるま
ち」への転換が強く求められています。現在、第２
次総合計画の策定を進めています。昨年の６月定例
議会で発表した、所信表明「『対話』を重視した市
民参画によるまちづくり」の下、市の将来像につい
て話し合う計６回の「ふくつ未来会議」を開催し、
大変貴重な機会となりました。そこでいただいたさ
まざまな意見を踏まえ「新しい福津」へ向けて取り
組みます。

「
新
「
新
「
新
「
新新
し
い
し
い
しし
い
し
い
福
津
福
津
福
津
福
津
福
津

推
進
推
進
推
進
推
進
推
進進進

暮
ら
暮暮暮
ら
暮
ら
し
や
し
や
し
や
し
やや
す
い
す
い
すす
い
す
い

福
津
福
津
福
津
福
津
福
津
福
津津
の
推
の
推
の
推推
進進進進進

子
ど
子子子
ど
子
ど
も
た
も
た
も
た
も
たた
ちち
へ
ちち
へ
ち
へ

福
津
福
津
福
津
福
津
福
津
福
津津
の
推
の
推
の
推
進進進進進

人
が
人
が
人人人
が
つ
な
つ
な
つ
な
つ
なな
ががががが

福
津
福
津
福
津
福
津
福
津
福
津津
の
推
の
推
の
推推
進進進進進

特集　新たな福津を目指して

一
つ
目
の
柱

津津津
」
の
」
の
」
ののの

一一
つ
一
つ
一
つ
一
つ
一
つ
目
の
目
の
目
の
柱柱柱

一
つ
目
の
柱

いいい
二
つ
目
の
柱

へへへ
のののの三
つ
目
の
柱

す
。るるるる四

つ
目
の
柱

▲福津ブランドとして認定を受けた福津の極み

▲光の道や大しめ縄で有名な宮地嶽神社

▲市中央公民館内に開所したふくつボランティアセンター

▲先日行われた世界遺産銘板の除幕式

保育・教育環境
の整備

社会保障費の
増加

公共施設の
老朽化対策

財政需要の増加

稼げるまち

地
域
商
社
の

設
立

農
水
産
業
の

活
性
化

観
光
の

促
進



広報ふくつ 4広報ふくつ5

・・・約35万円

　
予
算
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
の
１
年
間
に
、
ど
れ
だ
け
収
入

が
あ
っ
て
、
ど
の
よ
う
に
支
出
す

る
か
と
い
う
お
金
の
使
い
み
ち
を

決
め
た
も
の
で
す
。
家
計
の
収
入

に
あ
た
る
歳
入
と
、
支
出
に
あ
た

る
歳
出
が
あ
り
ま
す
。
市
は
こ
の

決
め
ら
れ
た
予
算
に
基
づ
い
て
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
歳
入
に
は
市
独
自
で
調
達
す
る

自
主
財
源
と
、
他
か
ら
調
達
す
る

依
存
財
源
が
あ
り
ま
す
。
自
主
財

源
の
中
で
最
大
の
収
入
源
は
市
税

で
す
。
歳
入
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と

28
・
6
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

の
市
税
に
は
市
民
税
、
固
定
資
産

税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
依
存
財
源
に
は
地
方
交
付
税

や
、
国
、
県
か
ら
受
け
入
れ
て
い

る
国
・
県
支
出
金
が
あ
り
ま
す
。

依
存
財
源
で
最
も
大
き
な
割
合
に

な
っ
て
い
る
の
は
地
方
交
付
税
で

全
体
の
22
・
5
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
市
税
と
交
付
税
で
市
の
歳
入

の
半
分
を
担
っ
て
い
ま
す
。

 

日
蒔
野
地
区
を
中
心
と
し
た

 

人
口
増
加
や
新
た
な
開
発
に

 

よ
り
市
税
は
微
増

　
市
で
は
、
日
蒔
野
地
区
を
含
め

宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
ま
す
。
特

に
家
屋
の
増
加
が
顕
著
の
た
め
、

固
定
資
産
税
は
前
年
度
と
比
べ
て

2
・
9
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
個

人
市
民
税
も
人
口
の
増
加
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
3
・
2
％
の
増

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
に
は
、
市
民
の
健
康
を
維

持
す
る
こ
と
や
、
福
祉
の
充
実
を

図
る
こ
と
、
ま
た
、
道
路
や
橋
を

維
持
す
る
こ
と
な
ど
、
必
要
な
経

費
が
あ
り
ま
す
。

 

今
年
度
の
新
規
事
業

　
今
年
度
は
、
児
童
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
福
間
小
学
校
、
福

間
南
小
学
校
、
津
屋
崎
小
学
校
、

福
間
中
学
校
の
改
修
事
業
を
実
施

し
ま
す
。

　
漁
港
の
整
備
で
は
、
福
間
漁
港

へ
の
来
訪
客
の
受
け
入
れ
の
た
め
、

福
間
漁
港
内
に
あ
る
未
舗
装
部
分

の
駐
車
場
を
舗
装
整
備
し
ま
す
。

　
防
災
に
関
す
る
事
業
で
は
、
農

業
用
た
め
池
の
耐
震
診
断
や
、
地

震
な
ど
の
災
害
が
あ
っ
た
と
き
に

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
庁
舎
で

災
害
対
策
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

非
常
用
の
発
電
機
を
整
備
し
ま
す
。

　
そ
の
他
、
東
福
間
周
辺
地
域
の

に
ぎ
わ
い
再
生
や
地
域
商
社
の
設

立
を
行
い
ま
す
。

　
市
の
予
算
に
は
、
一
般
会
計
予

算
の
ほ
か
に
、
特
別
会
計
と
公
共

下
水
道
事
業
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　
特
別
会
計
と
は
、
予
算
の
使
い

み
ち
が
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
市
の
特
別
会
計
に
は
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
、
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
、
介

護
保
険
事
業
特
別
会
計
、
住
宅
新

築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
が

あ
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
会
計
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
公
営
企
業
会
計
に

な
り
、
民
間
企
業
の
よ
う
に
複
式

簿
記
に
よ
る
会
計
方
式
と
な
っ
て

い
ま
す
。
資
産
や
負
債
な
ど
、
現

金
の
出
入
り
を
伴
わ
な
い
も
の
も

含
め
て
管
理
す
る
た
め
、
財
政
状

況
を
分
か
り
や
す
く
把
握
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

地
方
地
方
地
方
地地

自
治
自
治
自
治
自
治治
体
の
体体体
の
体
の

予
算
予
算
予
算
予
算
予
算
予
算算
と
は
と
は
と
は

今
年
今
年
今
年
今今

度
の
度
の
度
の
度
のの

歳
入
歳
入
歳
入
歳
入
歳
入
歳
入入

今
年
今
年
今今今
年
度
の
度
の
度
の
度
の
度
の

歳
出
歳
出
歳
出
歳
出
歳
出出出

特
別
特特特
別
特
別
会
計
会
計
会
計
会
計
会
計
ととととと

公
共
公
共
公
共
公
共
公
共
公
共共
下
水
下
水
下
水水
道
事
道
事
道道道
事事
業
会
業
会
業
会
業
会
計計計計

未来世代への投資
　平成３０年度の当初予算が３月１９日に可決されま
した。人口は引き続き増加しているものの、厳しい財
政状況であることに変わりはありません。このことを
念頭に置き、計画的、効率的な予算編成に努めました。
　　　　問い合わせ　市財政調整課☎４３・８１１４

一般会計の予算を
市民一人当たりに計算すると

高齢者、障がい者、こどもの福祉など
150,315円

公立学校や幼稚園、図書館など　
44,114円

ごみやし尿処理、健康増進など　
32,833円

道路や公園などの維持・整備　　
28,111円

　行政の運営、公債費 　　　　　
68,208円

消防、災害対策                      
14,043円

地域経済の発展                     
9,000円

市 税
 62億
5,947万6千円

28.6%

市 債
14億8,670万円

6.8%その他
（国、県支出金、地方交付税など）

 141億1,425万1千円

64.6%

歳 入
218億

6,042万7千円

歳 出
218億

6,042万7千円

高齢者、障がい者、
こどもの福祉など 
94億7,988万8千円

　43.4%

公立学校や幼稚園、
図書館など
27億8,211万円

12.7%

ごみやし尿処理、
健康増進など

20億7,065万7千円

9.5%

道路や公園などの
維持・整備

17億7,285万2千円
8.1%

行政の運営、公債費
43億168万1千円

19.6%

消防、災害対策
8億8,565万3千円

4.1%　

地域経済の発展 
5億6,758万6千円
　2.6%

※公共下水道事業会計の額は収益的支出と資本的支出の合計額です。※市の人口は、平成29年12月末日時点で住民
基本台帳に登録された63,067人で計算

特集　新たな福津を目指して

218億6,042万7千円
＋2億962万7千円

124億1,074万4千円
-14億882万9千円
28億2,169万2千円
-２億7,407万6千円

370億9,286万3千円

一　般　会　計
前年度比

特　別　会　計
前年度比

公共下水道会計
前年度比

合　　　　　計

例：学童保育所の管理運営、老人クラブの活動支援

例：小学校の校舎整備、図書館の資料整備

例：環境保全、乳幼児検診

例：市道や河川、公園の維持管理

例：総合計画の策定、庁舎の管理

例：消防団の活動支援、庁舎の非常用発電機の整備

例：観光基本計画の策定、福津の極みの推進

▲消防団による訓練▲先日行われた第一回総合計画審議会 ▲住宅の建設が進む西福間５丁目

▼改築工事が進む福間
小学校。４階建ての校
舎を建設しています
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東
福
間
駅
周
辺
地
域
の

 

に
ぎ
わ
い
再
生
事
業

　
Ｊ
Ｒ
東
福
間
駅
を
中
心
と
し
た

神
興
・
神
興
東
地
域
は
、
商
業
施

設
の
撤
退
し
た
こ
と
で
買
い
物
に

困
っ
て
い
る
こ
と
や
、
鉄
道
利
用

者
の
た
め
に
駅
周
辺
に
駐
車
場
が

ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
地
域
は
小
学
校
や
保

育
所
な
ど
の
子
育
て
環
境
が
整
っ

て
い
る
た
め
、
今
後
は
徐
々
に
若

い
世
代
へ
の
流
入
を
促
進
し
て
い

く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
は
、
駅

周
辺
の
再
整
備
や
、
土
地
利
用
の

ル
ー
ル
の
再
検
討
も
行
い
、
店
舗

な
ど
生
活
に
必
要
な
施
設
の
立
地

を
促
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
と
考

え
て
い
ま
す
。
こ
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
人
や
、
民
間
事
業
者
、
市

な
ど
で
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
、

東
福
間
駅
周
辺
地
域
の
未
来
図
を

作
成
し
ま
す
。

 

地
域
商
社
設
立
支
援
事
業

　
地
域
商
社
で
は
、
市
内
直
販
所

の
連
携
強
化
と
生
産
者
支
援
、
市

内
の
買
い
物
困
難
地

域
へ
の
生
鮮
食
料
品

の
販
売
も
視
野
に
入

れ
、
ま
た
、Ｐ
Ｒ
活
動

や
６
次
産
業
化
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
担
う

こ
と
で
、
福
津
ブ
ラ

ン
ド
の
向
上
を
図
り

ま
す
。
年
度
内
の
設

立
を
目
標
に
、
地
域

商
社
設
立
準
備
委
員

会
を
発
足
さ
せ
、
地

域
商
社
の
事
業
検
討
、

流
通
に
関
す
る
詳
細

な
ル
ー
ル
決
め
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
地
域
商
社
を

円
滑
に
運
営
し
て
い
く
た
め
、「
地

域
商
社
設
立
支
援
員
」
と
「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
」
を
募
集
し
、
設

立
準
備
段
階
か
ら
の
体
制
づ
く
り

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
自
治
会
や
福
祉
会
な
ど
の
地
域

の
団
体
が
主
体
と
な
り
、
閉
じ
こ

も
り
が
ち
な
高
齢
者
が
商
業
施
設

な
ど
へ
外
出
し
、
買
い
物
や
交
流

を
行
え
る
よ
う
取
り
組
む
場
合
に
、

車
両
の
確
保
、
安
全
講
習
、
運
行

や
運
営
の
支
援
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
毎
月
開
催
し
て

い
る
「
さ
さ
え
合
い
協
議
体
」
か

ら
生
ま
れ
ま
し
た
。
協
議
体
で
話

し
合
い
を
す
る
中
、
何
を
す
る
に

し
て
も
「
移
動
手
段
の
こ
と
が
ま

ず
問
題
だ
」
と
い
う
意
見
が
多
く

出
さ
れ
ま
し
た
。
少
し
歩
行
に
不

安
が
あ
る
高
齢
者
が
、
移
動
手
段

が
な
い
た
め
に
外
出
を
諦
め
、
自

宅
に
引
き
こ
も
る
と
人
と
の
交
流

が
減
っ
て
要
介
護
状
態
に
な
る
リ

ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
介
護
予
防
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
地
域
と
共
働
し
外

出
を
支
援
す
る
事
業
を
新
た
に
始

め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
高
齢
化
や
人
口
増
加
、
観
光
客

増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
市
内
の

公
共
交
通
網
の
再
構
築
を
図
り
ま

す
。
民
間
バ
ス
会
社
や
タ
ク
シ
ー

会
社
、
そ
の
利
用
者
、
学
識
経
験

者
な
ど
に
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
今
あ
る
交
通
利
便
性
や
生
活

利
便
性
を
さ
ら
に
高
め
、
公
共
交

通
網
形
成
計
画
を
新
た
に
策
定
し

ま
す
。
そ
の
後
、
計
画
で
位
置
付

け
ら
れ
た
ミ
ニ
バ
ス
の
役
割
に
応

じ
て
、
路
線
網
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
計
画
策
定
の
た
め
に
、
利

用
者
の
乗
降
調
査
や
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
育
所
な
ど
は
、
保
護
者
の
就

労
な
ど
で
保
育
が
必
要
な
子
ど
も

を
受
け
入
れ
る
施
設
で
す
が
、
日

常
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療
支
援

を
必
要
と
し
て
い
る
子
ど
も
も
受

け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
モ
デ
ル

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
後
は
、

保
育
所
な
ど
へ
の
看
護
師
の
配
置

な
ど
、
円
滑
な
運
営
が
図
れ
る
よ

う
に
、
実
施
に
向
け
て
調
査
・
研

究
を
行
い
、
受
け
入
れ
体
制
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
現
在
、
地
域
の
人
に
よ
る
登
下

校
時
の
見
守
り
や
パ
ト
ロ
ー
ル
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
大
切
な
子
ど

も
た
ち
を
守
ろ
う
と
い
う
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
校
に
は
頻
繁
に
地
域
の
方
々
が

出
入
り
し
て
い
る
た
め
、
不
法
侵

入
者
の
抑
止
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
加
え
て
、
施
設
管

理
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
事
故
防
止

や
犯
罪
の
抑
制
や
解
決
、
及
び
早

期
発
見
を
図
り
ま
す
。
今
年
度
は

福
間
東
中
学
校
に
先
行
導
入
し
、

学
校
の
安
全
管
理
を
さ
ら
に
充
実

さ
せ
ま
す
。。

　
ま
た
、
中
学
校
が
所
有
し
て
い

る
楽
器
は
古
い
物
が
多
く
、
種
類

も
不
足
し
て
い
る
状
況
で
す
。
今

年
度
か
ら
は
、
整
備
を
計
画
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。
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　今年度は、新しい福津を目指して、それに対応した
さまざまな事業に取り組んでいきます。その中でも５
つの事業を紹介します。

地
方
地地地
方
地
方
創
生
創
生生
創
生
創
生
事事
業
事
業
事
業
事
業
ににに

取
り
取
り
取
り
取
り
取
り
取
りり
組
み
組
み
組
み
ま
す
ま
す
ま
す
ま
す
ま
すす

取り組みにあたって 今年度の新たな事業

▲現在の JR東福間駅。にぎわいづくりとともに、駅を拠点　
　とした公共交通ネットワークの構築を進めていきます

▲誰もが安心できる保育所を目指します

▲式典などでも中学校の吹奏楽部が活躍しています

特集　新たな福津を目指して

昨年の6

　今月の特集は、平成30年度予算の概要に
しました。予算は、短期、長期にわたって、
計画的かつ効率的に市政を進めていくため
の礎で、所信表明で述べました「４つの柱」
を軸として、事業を組み立てました。
　現代の地方自治体には、経済的効率性、
社会的公正、そして自由な発想が求められ
ています。このため、新年度の職員への訓
示では「技術的知識の向上、利己的でない
情熱、多様性や独立性を理解する寛容さが
必要であり、このような信条を抱いている人
に機会を与えたい」と述べました。
　これからのまちづくりの目標を追求する
キーワードは「地方創生」と「持続可能な開
発目標（ＳＤＧｓ）」であると考えています。
　私は市の強みとして高いレベルにある地
域コミュニティをはじめとする市民の皆さま
の力と、自然環境、文化・歴史的遺産、農水
産業などのすばらしい財産を、観光振興な
どのブランド力の強化と発信、経済活性化
「稼げるまち」につなげていかねばならない
と思っています。これまで以上に市民の皆
さまとの対話の機会を多く持ち、市政運営
に生かし取り組みます。

福津市長　原﨑智仁

エスディージーズ

▲協議体では多様な参加者が意見を交わします


